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(論文内容の要旨)

本論文は、 「言語を使う j ことの障害である失語症を被った時、人間(失語

症者)はどのように行動し、 f言葉の世界j との関係をどのように取り戻そう

とするのかを、事例を取り上げ、フロイト四ラカンの精神分析の視点から彼ら

の無意識的言語活動の作用に注目し、考察したものである o

序章「失語症者の f無意識J""' r話せないJ/r話せるj再考J0 
ここでは、通常の道具論的な言語観では見落としてしまいがちな、失語症者

における言語への態度の多様性が指摘されている o

失語症の臨床では、 「失語症が改善すれば話せる1、 f重度の失語症だから

話せないJなどと単純には言えず、逆に f失語症が改善しでも話せないj、 f重

度の失語でも話せる j と言えるような事例を経験する o 失語症治療の一般的指

針である「言語機能がどれほど改善するかJ、 「実用的なコミュニケーション

能力がどれほど向上すプるかJといった側面は、むろん“日常生活・社会生活上

での「話せるJ-/ r話せなしリョ，に関係する o しかし、完治のない失語症のま
ま“「言葉の世界j との関係を如何に取り戻すのか"には本質的に関与しない

と考えられる。失語症者における f話せるJ/ r話せないJにはさらに別の次
元も存在するのではないか。以下の各章ではこの間いをめぐって検討した。

I章 f話せないまま話すJ (1) ""'描画による無意識的言語活動の作用 o

この章では、全失語事例における f言葉の世界j へ戻る仕事が記述される。

事例が如何:にして重度の失語症のまま、すなわち話せないまま、 f言語すj次元

へと至ったのか、治療関係の中で生じた事例の描画活動の変化を辿ることによ

り検討した。事例の描画には、全失語を被ったことによる「無力な受難j とい

う原初の状況から、再び f言葉の世界j へ戻るまでの無意識的な作業、即ち、

f他者の語らいj の中での自己の位置の再発見が示されていると考えられたo

E章「話せないまま話すJ (2)-""'神経症的危機を越える選択。

次に取り上げられるのは軽度Broca失語の事例である。この事例では、 I章

の事例では見えてこなかった、完治への拘りという神経症的な危機が認められ

た。治療者は言語訓練を中心とはせず、精神分析的視点・態度をもって治療に

臨んだ。事例が如何にこの神経症的危機を乗り越えたかを、転移の変化に注目

し考察した。失語症により病前と同じようには話せなくなるとしても、無意識

のうちに回帰してくる原初の「話せないJ存在が再び抑圧され(これは精神分

析的に「疎外j と「分離j と呼ばれる)、神経症的危機が克服されるなら(す

なわち「同一化j という平面の乗越えである)、失語症者は、失語症のまま、

即ち「話せなしリままでも、 「話すj ことの主体性を取り戻すことができると

考えられた。

盟章「話せているのに話せないJ""'神経症的選択。

f言葉の世界jへ戻る仕事がいわば途中で、滞ってしまう失語症者も存在する O

この章で検討されているのは、 f言葉の回復jに過剰に国執し、他のことへは気

が向かず、実際にはある程度「話せているj のに「全然だめですJ、 f全く話

せないj などと言い続けた中等度 Broca失語の事例である。「言葉の回復jへ

の固執は、 「話せるj ことへの意識的な願望と「話せないjままでいたいとい



う無意識の欲望との心的葛藤の妥協の産物、却ち神経症的な症状であると考え

られた。私たちが普段抑圧している、自らの失われた起源である「話せないj

存在の世界は、 f話せないJことと f話すことj が等価であるような f起源の

言語j の世界ともいえる。事例は、失語症によって生じた f話せなUリという

危機を克服しようとするに際し、そうじた「起源の言語Jを抑圧し切れず、無

意識のうちに欲望し続けていたと考えられた。この事例における治療上の困難

も、こうした神経症的方略に由来していたと考えられた。

N章「話せないまま愛されたいJ~倒錯的選択。

失語症者のなかには、時に、病識があっても話せないことをそれほど苦にせ

ず、安定していると思われる人がいる o この章では、そうした失語症者の姿勢

が如何にして生じるのか、如何なる意味をもつのかということが、重度失語の

事例を通して検討される。事例は、 f言葉の世界Jとの関係を取り戻すために、

倒錯という構造によって、 「話せないj ままでいることを欲望していると考え

られた。倒錯における「自我分裂Jの状態によって、一方で f話せないj まま

でいようとしつつ、他方で f話しかけられるj ことを受け入れ f言葉の世界J

へ留まることが可能になっていた。こうした方略も、失語症者が失語症のまま

で生きるための選択肢の一つであろう o

終章 f話せないJ/ r話せるj とは如何なることか。
失語症は、意識的な努力では解決困難な事態であるがゆえに、無意識的言語

活動が失語症者において活性化する o 彼らはこの無意識の活動を通して「言葉

の世界j との関係を取り戻そうとする。本論ではこの仕事には三つの道がある

ことを見出すことができた-r話せないまま話すJ (神経症的危機を越える選
択)、 「話せているのに話せないJ (神経症的選択)、 「話せないまま愛され

たいJ' (倒錯的選択)。これらの選択肢の違いは、失われた起源としての「話

せないJ状態と、主体との間の、無意識的関係の構造的相違により生じる o 失

語症者が「言葉の世界j においてどのように「話せるJ者、あるいは「話せな

いJ者として振る舞うかは、これらの選択肢によって決定されると考えられた。

こうして、 f言語を使う Jという活動は、人間にとり、 f人生上の困難j に出

会うたびに、更新し再構造化されるべき性質を帯びたものであるという、人間

の発達と言語との関係をめぐる考察で、本論文は締めくくられる。
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(論文審査の結果の要旨)

本学位申請論文は、失語症の臨床において、言語を使う可能性を病によって

制限されたとき、人が単に言語の能力を道具的に修復しようとするのみなら

ず、たとえ障害が残っていても言葉の世界へのつながりをそれぞれの仕方で作

り上げる作業を行うということを観察し、さらに、人間と言語との関係におい

ては、人聞が言語を用いるという事実があるだけではなく、むしろ言語が人間

らしさを形成しているという側面があるということについて考察を加えたも

のである o

言語と人間の関係は、人間の発達途上において、意識的な自我が発達してく

る以前に存在している。申請者はこの事実に留意して、失語症を蒙ったときに、

人は無意識的な努力を、言語との関係を再構築するために行わねばならなくな

ると洞察する o この無意識的な努力は、 f言葉の世界へ戻る仕事j と名づけら

れる。そして、精神病理的な現象を参考にして、この無意識的な努力がいくつ

かの型に分けられるのではないかと考え、この努力に関しての理解を深めて行

こうとする o

申請者によるこの試みの根底には、言語聴覚士としての臨床経験が存在して

いる o失語症の患者による、言葉をしゃべれなくなったときに f人間ではないj

あるいは f人聞を否定されているj と感じたという陳述が物語るように、人間

としての自覚は、言語活動に参画していることによって支えられている面が大

きいJ申請者は、失語症の患者の苦しみを、人間であることをおびやかされた
状態として共感的に捉えている o

こうした臨床的な態度に立ちながら、申請者はまず、人間関係の中に戻って

行こうとしたある患者の無意識的な作業を、患者の描画から再構成する o それ

は、生まれ直すこととして始められ、多くの人々の群れの中に、自分の位置を

見出すという形で営まれた。この患者の失語症は重度であり、日常的な意味で

は、患者が言語能力を取り戻せたと言うことは難しい。しかし、生まれ直すこ

とは、描画において水中から患者が出てくることに、また、人々の中に自分の

位置を見出すことは、不気味な群衆の絵が次第に家族の絵に変わりその中に患

者の像が描かれたことに、非言語的に反映されていると解釈される o 患者の生

活の様子を観察しだ申請者は、患者が、内面的な再構築によって、言葉の世界

へ戻る仕事を行ったと論じている。これは、話せないままに「話せるj ことへ

と至った例として類型化されている o

失語症を蒙った患者は、失語症と共に生きて行くことを強いられるが、完治

をめざして吉語訓練に取り組もう:とすると、それが神経症的な危機を招くこと

がある。そのことを申請者は臨床経験から指摘し、こうした神経症的な態度は、

言語との関係を再構築しようとする無意識的な作業の一つの変異型であると

考察する。次に記述される事例では、患者はこの危機を乗り越えて、 f言葉の

世界へ戻る仕事j を遂行した。

その事例では、印象的な変化が報告されている o その患者は繰り返し、閤魔

様と取引する怖い夢を見ていた。 r足はいらないから、命をください、と閤魔
様に言う o てっきり足は閣魔様のものだと思っていた。 Jそして、息子の名前



が言えるようになると、この夢を見なくなったのである。申請者は、人間が言‘

葉の世界へ入る時には、不可避的に何かが失われるとする精神分析的理論をこ

こに適用する o 申請者は、その場合に失われるのは、 f話せなくてもJ生きて

いる自弓であると考える o すなわち、話すことを必要とせずに過不足なく生き

ることは、生命体としてのある種の理想を表現するものである。こ1のような自

己が失われることは、精神分析的理論において「疎外j と呼ばれ、 jまた、その

自己が}jrjの形で f言葉の世界Jの中で対象化されて取り戻されることは f分離j

と呼ばれる。申請者は、この事例は、こうした f疎外j と f分離Jを経て、話

せなくても生きている理想状態を抜け出て「言葉の世界へ戻る仕事jを果たし

たと言命じる o

f言葉の世界へ戻る仕事jがこのように長い時間をかけてなされるという観

察からは、逆に、その仕事が途中で停滞する事例があることをも予測させる。

申請者はまさにそのような例を、 f話せているのに話せないj逆説的な事例と

して呈示する。失語症にかかった人間は、むろんそれが治ることを望み、完全

治癒が無理ならばできるだけ元の状態に近いところまで回復することを願う。

しかしながら、.完全治癒がきわめて困難なこの疾患において、それに近い治癒

を果たさなければならないと自分を追い込む場合、そこに働いているのはむし

ろ、 f話せなくてもj過不足なく生きている理想的自己への退行と、それへの

国執である。この間執によって、リハピリが進んでも、それを自己評価できな

くなってしまうことがある。

さらに、重度の失語で， r話せなくてもj生きている、すなわち実際の言語
能力がきわめて制限されていても、その状態をありのままに生きることのでき

る患者の存在がある o それは、話せなくても生きていられた生まれたての存在

のように愛されるという術が人間にはあるからである o こうした選択が臨床に

おいて時に可能であることを申請者は事例によって示し、この可能性は、一方

的に f話しかけられるj ことを受け入れることによって成り立っと観察する。

これは構造的には話す主体の f倒錯j と名づけることができると論じられる o

このみうに本学位申請論文は、豊かな臨床経験を慎重に活用しながら、人間

が言葉を失った持に、もう一度 f言葉の世界へ戻る仕事jを無意識的なレベル

で遂行することを明らかにしている o その際に、人間の自覚にとって本質的な

言語との関係が、いくつかの型を通じて再構築される o これらの型はJすでに

精神病理学の領域で知られている病型に対応する o本論文によるこれらの所見

は、失語症患者への、これまで試みられることの少なかった共感的理解への道

筋に、方法論的進歩をもたらすものであり、人間をその環境との関わりに沿っ

て解明することを目指した人間・環境学研究科の理念に適ったものと言える o

よって本論文は博士(人間・環境学)の学位論文として価値あるものと認め

る。また、平成 21年 4月 10胃、論文内容とそれに関連した事項について試

問を行った結果、合格と認めた。


